
様式第６号（第５条関係） 

政 務 活 動 費 実 績 報 告 書  

  平成 29 年８月 29 日  

久慈市議会議長 中 平 浩 志 様 

 

                  会 派 名  創政・公明クラブ 

                  代表者名  山 口 健 一    

 

政務活動費の交付に関する条例第８条の規定により、次のとおり報告します｡ 

使  途 
☑調査研究費 □研修費 □広報費 □広聴費 □要請・陳情活動費

□会議費 □資料作成費 □資料購入費 □人件費 □事務所費 

実施期間 平成 29 年４月 25 日～27 日 

実施場所  宮城県石巻市・気仙沼市、岩手県陸前高田市 

参加者名  ６人（山口、下川原、二子、桑田、八重櫻、下舘） 

実 績 額 111,868 円 

内  容 

 

別 紙 の と お り 

 

 

 

 

 

 

 

  



創政・公明クラブ視察報告書 

（平成29年４月25日～27日） 

 

創政・公明クラブは４月25・26・27日の３日間、東日本大震災

から６年が経過した宮城県石巻市・南三陸町・唐桑町から岩手県陸

前高田市・大槌町までの三陸沿岸地域の震災の復興状況等について

視察してまいりました。 

 

４月25日、市役所を自家用車で出発。東北自動車道九戸インター

から南下し泉インターで降りて東松山市に向かい、東松山市、石巻

の被災地の復興状況等を視察しました。 

 

２日目の26日は、ホテルを朝５時半に出発し６時から８時ごろま

で石巻漁港を視察研修。石巻市役所の産業水産課課長補佐武蔵様の

案内で漁港内を見学しました。 

石巻漁港は、東日本大震災により当時東洋一といわれていた水揚

げ棟〈654ⅿ〉が完全に崩壊。その後、新時代に対応した高度衛生

管理型の産地卸売市場のモデル事業として、全長880ｍの閉鎖式水

揚げ棟が総床面積46,059㎡、191億7,600万円で建設され、平成27

年９月１日に供用されたとのことでした。 

施設の特徴は、ハサップ対策など国の定める高度衛生管理基本計

画に則り、漁獲物の徹底した品質管理を行っていること。中でも、

海水電解防汚殺菌装置、紫外線殺菌装置など最新の技術を導入して

おり、さらに環境に配慮した施設で、安心・安全な水産物を提供す

ることで、石巻をアピールして行きたいとのことでした。 

また、漁港が早期に再開できたのは、老朽化が進み以前から改築

に向けて取り組んでいたことも有利に働いたと話しておりました。 

石巻漁港の視察では、市行政と漁協が相互に連携しながら進んで

いることを強く感じ、大変参考になりました。 

 



次の視察先である大川小学校では、会派６名で祭壇に献花し、亡

くなられた皆様に焼香してまいりました。小学校跡地は被災を受け

た当時のままで、多くの子供たちが津波の犠牲になった事を思う時、

防災教育の重要性を感じました。 

 

続いて、南三陸町の消防署跡地を訪れ、祭壇に献花し焼香してま

いりました。その後、復興した南三陸町のさんさん商店街で昼食と

視察。お昼時でもあり、多くの観光客で賑わっていました。 

 

午後からは、気仙沼市唐桑町の唐桑半島ビジターセンター（津波

体験館）を訪問。ビジターセンターには、東日本大震災の被害状況

などが展示してあったほか、担当職員からの詳細な説明を受け、改

めて津波の脅威を感じました。また、同施設には音と映像などで震

度６強を感じる、震災当時を思い出すような設備もあり、東日本大

震災が風化されないようにするためにも重要な施設だと感じました。 

 

３日目の27日は陸前高田市に移動。嵩上げされた市中心部に整備

された大型総合複合商業施設「アバッセたかた」のオープニングセ

レモニーを見学しました。アバッセとは（一緒に行きましょう）と

いう言葉で、出店した14店舗と併設する市立図書館により、多く

の市民が集える施設にしていきたいとしていました。 

その後、陸前高田市職員の案内で漁港施設等の復興状況などの説

明を受けました。防潮堤はまだ整備中であるが、漁港などの整備は

ほぼ終了し、漁獲量も震災前に近づいているとのことでした。 

次に、高台に建設した復興公営住宅を視察。３階建ての災害公営

住宅にはまだ空き部屋が多くあり、環境の変化等で、いまだ多くの

人が仮設住宅にいるなど、多くの課題が残っているそうです。 

 

 

 



午後からは、大槌町の復興状況を視察しました。 

大槌町では、大槌復興支援事務所の誂子氏の案内で、ＵＲ都市機

構による震災復興支援と復興状況について説明を受けました。 

誂子氏は久慈市小久慈町出身でＵＲ都市機構に努めており、震災

後岩手県震災復興支援本部に派遣され、復興計画策定から復興街づ

くりに携わっているとのことでした。 

大槌町では、市街地の景観などから防潮堤の高さを低く抑え、津

波が越流しても住宅が大きな被害にならないよう、防潮堤の高さを

決定したとのことでした。 

ＵＲ機構が取り組む復興災害住宅は243戸中207戸が完成。残り

も今年度中に完成するとのことでした。住宅が完成間近でしたが、

市街地のにぎわい創出などは復興途中のようです。 

 

 

研修で感じたことは、宮城県、岩手県の東日本大震災からの復興

はそれぞれ進んでいる部分と、これから進めなければならないもの

など、課題は多くあると思いました。最近、大雨等の災害が多く、

東日本大震災の風化も懸念されます。 

 三陸沿岸道路の早期完成により、三陸沿岸の連携強化により東日

本大震災からの復興を望むものであります。 

創政・公明クラブとして３日間の研修は、久慈市のまちづくりを

進める上でも、実りあるものとなりました。 
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